
松本興産株式会社は、自動車や精密機器などに使われる金属部品の切削加工メーカーです。最新設備を擁した製造技術も
さることながら、2020年から取り組んできたDXの成果が大きな注目を集めています。デジタル人材をリスキリング※1で
育成し、ICTを活用した業務改善で大きな成果を上げた同社で、工場管理部と兼任しながらDX推進の最前線に立つ島﨑 
凛氏に、同社の取り組みや成果についてうかがいました。
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赤字経営からの脱却に向け 
DXによる業務改善に乗り出す

金属の精密切削加工・販売を主
軸事業とする松本興産は、コロナ
禍で業績が悪化し、業務改善を迫
られていました。そのためDXに
活路を求めた同社ですが、現在、
DX推進を担う若手として活躍す
る島﨑氏は「まさに、その変革期に
入社した」と当時を振り返ります。
「私が入社したのは、2020年

のことです。コロナ禍の拡大に
よって当社も打撃を受けて赤字
経営となり、コスト削減などの対
策を打っていく必要がありました
が、複雑に絡み合った問題も多く、
なかなか手をつけるのが難しい
状況でした」（島﨑氏）

コスト削減に取り組もうにも、
目の前には紙ベースの非効率な
業務や予算の制限、そしてベテラ
ン従業員を中心とした変化を好ま
ない企業風土など、改革を阻む
壁が数多くありました。そこで経
営の改善に乗り出した取締役の

松本 めぐみ氏は、まずは少ない
予算でも始められるDXに目をつ
け、「IoT部門」の名を冠したプロ
ジェクトチームを組成します。
「プロジェクトには松本をはじめ

とした経営層や部門長クラス、そ
れから適性検査によってIT適性が
あると判断された従業員が参加し
ました。私は当時、製品の検査や
その記録・管理を担当していまし
たが、この適性検査でIT適性あり
となり、プロジェクトに加わること
になりました」（島﨑氏）

従業員のリスキリングで 
自社内でのアプリ開発を実現

松本興産では、過去にも生産ラ
インをデジタル管理するためのシ
ステムを導入したことがあります。
ところが、生産現場にいる従業員
にとっては使いにくいシステムだっ
たため、導入は失敗に終わりました。
この時の教訓から、新設した「IoT
部門」のメンバーは、意思決定を行
う経営層や現場をよく知る各部門
長を中心に選抜されました。その
第一歩として取り組んだのが、メ
ンバーのリスキリングです。
「当社では松本が先行してリスキ

リングを始めた中で知り合った講
師の方に依頼し、IoT部門のメン
バー向けにオンライン講習をして
いただきました。オンライン講習
は週に１回開催し、講師の方に弊
社の仕事の流れや仕組みを説明

した上で、どのようなアプリを作り
たいかを相談することから始めま
した。その後、アプリが完成する
までを指導してもらったのですが、
単に作りたいアプリを作るのでは
なく、制作しながら個々のスキル
を上げていき、徐々に自立してア
プリ制作ができるように指導して
いただきました。講座１回あたり
の時間は１時間半～２時間でしたが、
その時間内に学びきれなかった部
分はチャットツールで個別に質問
ができたことも習得度の向上に役
立ちました」（島﨑氏）

その後、アプリはローコード・
ノーコード※２で続々と開発され、
現在では70ものアプリが内製化
されて業務改善に寄与していま
す。島﨑氏も、外部ITコンサルタ

自社開発のアプリで業務効率を大幅に向上
従業員の“デジタル人材化”を後押しする環境づくり
松本興産株式会社

とを可能にするなど、開発スピー
ドを上げるための環境も構築して
います」（島﨑氏）

実際に、決算書を視覚的に表現
し把握しやすくした「風船会計アプ
リ」（画像②参照）を開発したのは、
普段は経理業務に従事する従業員
で、元々はプログラミングの知識
もなかったといいます。アプリには、
貸借対照表や損益計算書がイラス
トで表現され、例えばイラスト内に
ある風船は売上額を意味し、その
中には“重り”となる経費の金額が
入っています。これにより、会計知
識を持っていない従業員でも自社
の経営状態を知り、「風船をより高
く飛ばすには」と改善点を見つけ
出すのにも役立てられています。

また、松本興産では賞与に「業
務改善枠」を設け、アプリなどを
活用した業務改善に貢献した従業
員に対して賞与を配分する取り組
みを始めました。業務改善や、そ
のためのアプリ開発がプラス評
価の対象となることで、リスキリ
ングやアプリ開発に対する従業員
のモチベーションが高まっている
と島﨑氏は言います。
「改善のタネはそこかしこにあ

ります。例えば最近、業務改善枠
で最も評価されたのは、社内の
エアコンの 稼 働 状 況 を 一 度 に
チェックでき、消し忘れを防ぐこ
とで節電につなげるという非常に

シンプルなアプリでした。誰かが
『これがあれば便利だ』と感じた
ものをすぐに開発できる土台が
できています」（島﨑氏）

島﨑氏は現在、工場管理業務と
兼務して従業員のアプリ開発サ
ポートにもあたるなど、松本興産
のさらなる業務改善の推進役を
担っています。今は棚卸集計のア
プリ開発に着手しており、さらに
非接触タグによる在庫管理自動化
など、効率アップのためのさまざ
まな変革も思い描いていると言
い、デジタル人材の育成と活用は
今後も続いていきます。

※１  リスキリング：技術の革新やビジネスモデルの
変化に応じて、新たな知識やスキルを習得する
こと。

※2  ローコード・ノーコード：プログラミング言語の使
用を減らしたり（ローコード）、全く使用しないこと

（ノーコード）。

ントのサポートを受
けながらアプリを開
発、導入までを成し
遂げた一人です。
「私が開発した『検

査記録アプリ』は、検
査日時 や 検 査内容、
不良品の数などを製
品検査の担当者がス
マホやタブレット端末
で入力・管理できるよ
うにしたものです（画
像①参照）。それまで
は各担当者が紙にメ
モして後からExcelに
転記するという非効率な工程でし
たが、検査記録アプリを導入して
紙のメモを廃止したことで、作業
時 間 は 年 間1万 時 間 削 減 さ れ、
1,500万円のコスト削減効果が得
られました」（島﨑氏）

まだ年次の浅かった島﨑氏がク
オリティの高いアプリを開発した
ことは、周囲の従業員にも波及し
ていきます。使いやすいツールが
できたことで業務が改善されると
いう成功体験を得て、「確かに便
利になった」「自分にもできるかも」
と、アプリ開発に興味を持つ従業
員が少しずつ増えていきました。

メリットを感じられる体験と 
経営陣の後押しが成功要因に

同社のアプリ開発は、必要性を
感じた従業員が自主的に行ってい
ますが、効率的に開発を進めるた
めには、環境整備が重要だと島﨑
氏は語ります。
「アプリ開発にあたる従業員に

も通常の業務があるため、周囲
の理解が必要です。その点、当
社は各部門長がIoT部門のメン
バーであることや、部門長自身も
開発にトライしていることなど、
理解を得やすい環境だったことが
プラスに働きました。また、開発
には時間がかかりますが、例えば

『この期間は開発に集中する』と
決めて本業のウエイトを減らすこ

工場管理部
島﨑 凛氏

●会社概要
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事 業 内 容：自動車部品をはじめ、医療機器

や産業機械などに使用される金
属部品の精密切削加工を行う

URL：https://mkknc.co.jp/

画像①／島﨑さんが開発した「検査記録アプリ」
の操作画面。手書き記入やパソコンへの転記の
必要をなくし、工数を削減

Web版ではより詳しい
内容がご覧いただけます
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「チャットツール＆AIで業務効率化」
関連記事もWebで！
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デジタル人材
活用事例

画像②／難しい会計書の内容をイラスト化し、従業員にも分かりやすく表現した「風船会計アプリ」（図中の数字はダミー）


